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概要

■問題意識

(i)  教師は，学習指導においても児童生徒の人間性を育む視点を持つべきで，
その役割を十分に認識すべき。

(ii) 学部における教員養成段階では，そのためのカリキュラムが準備されるべき。

■研究の特徴 ・・・ 研究方法の独自性

(ｱ) 教科専門科目と教職科目の架橋領域に着目し，学習指導における人間性の
育成を可能にする教師の資質・能力に焦点化して議論を進めた。

(ｲ) 議論のメンバーは教科教育研究者に限定し，学習指導における人間性の育成
に焦点化して議論した。

■研究成果

①教員の資質・能力の枠組みを構築

②教員養成の到達目標を措定



研究成果① 教員の資質・能力の枠組みを構築

■構成要素

Ａ 資質・能力･･･指導や授業に信頼・納得をもたらすための，

人としての魅力や熱意。指導や授業等の力を含み支える

役割を有する。

Ｂ１ 教職に関する知識・理解･･･学校や教育の機能や役割

等の知識・理解。

Ｂ２ 教科に関する知識・理解･･･教科に関する内容と指導

に関する知識・理解。

Ｃ 実践力･･･実際の教育に関わることであり，ICT等，社会
の変化に対応する内容も含む。

Ｄ 研究力･･･あらゆる教育活動を吟味検討し，改善を図るために必要。

・ ５領域 Ａ，Ｂ１，Ｂ２，Ｃ，Ｄ は，学校段階，教科を超えて共通性を有する。

・ 中等教育の教科による違いは，主としてＢ２に表出し，さらに，教科の特質がＣ，Ｄに反映する。



研究成果② 教員養成の到達目標を措定

・ 領域ごとに大項目と小項目を示し，解説を掲載した。

→（資料１）
「初等教育の教員養成の資質・能力一覧」

→（資料２）
「中等教育・数学の教員養成の資質・能力一覧」

→（資料３）
「中等教育・保健体育の教員養成の資質・能力一覧」

・ 内容を含む教科の一事例･･･数学

・ 実技を含む教科の一事例･･･保健体育

・ 教科の特質を踏まえて到達目標を補足・再構成。

数学… (1) 数学を結果としてでなく過程として理解すること，
(2) 数学学習の理解過程や思考の特徴の理解，
(3) 数学の教育と実践の探究，(4) 数学の指導技術に係わるICTの活用。

保健体育… (1) 実技を含む，(2) 行動規律の指導，
(3) 運動会等の運営に係わる「保護者や地域住民との信頼関係構築」，(4) 部活動。

（資料１ 抜粋）



各大学等における教員養成カリキュラムの分類

・鳴門教育大学

・日本教育大学協会

・広島大学

・福島大学

・横浜国立大学

・岡山大学

・三大学研究協議会(上越，鳴門，兵庫)

・奈良教育大学

・三重大学

より良い教育実践のための
他機関連携等に焦点化

→ 省察の視点等が課題になる

教科専門科目と教職科目(教科教育)の
架橋に焦点化

→ 着目点が課題になる

本研究では，着目点として
「人間性の育成」を設定



人間性の育成への着目

人格の完成 ≈ 人間性の育成
これまでの教育養成カリキュラム･･･人格の完成(人間性の育成)という視点が

潜在化する傾向。

よって，

⇒

■教育基本法

第一章 教育の目的及び理念

（教育の目的）
第一条 教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必
要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない。

教科専門科目と
教職科目の
架橋

文化の伝承と伝達を通して子供が新しく文化を創造していくとともに，
人間性を獲得していく視点を重視した教員養成の在り方を構想する
必要がある



人間性を捉える視点の規定

・ 個の自律

自己の目標や見通しの基に考え，判断し，行動し，見通しと振り返りを行って，

目標や見通しを的確かつ適切なものへと変容していく。

・ 他者との関わりによる個の変容

他者と関わることにより，いろいろな側面から自己の考えを見直し，判断し，行動し，

よりよく自己実現できるようになる。

■人間性の育成と「生きる力」

自律と他者との関わりによる変容（成長）は，

現行の教育課程の基底となっている

「生きる力」と言われるものである。



研究方法の独自性

■各大学等における取組・研究

各組織の現状を踏まえた検討及びプランニングになっているものが多い。
そうした手法は，課題の明確化と改善策の検討という点で有効性を有する。
一方，現状が議論の前提となっている点で方法論的な限界をも内包する。

そこで本研究では，

現存の組織に限定することなく，教員養成の理念を追求することを議論の
出発点として考察を進めた。

議論のメンバーを教科教育研究者に限定することにより，学習指導におけ
る児童生徒の人間性の育成に焦点化して議論を進めた。



教育の二つの構図

教育は，教師と子供との関係の上に，

教材や内容に関する教授と学習として成立。

【 教育の構造 】

【 教科教育の構造 】

教材を挟んで，教師と子供がコミュニケーションを通して
教育的関係を作り出す。
人間形成の側面を強調しており，古くは「訓育」と呼ばれ，
人と人の関係のことを示している。

教材や内容に関する教授･学習は，子供たちが教師の指導の下，
内容と方法によって特定の目標に達する。
これは，教科の教育に代表され，特定の文化･学問を学習する
ことをも目指しており，「陶冶」と呼ばれる。

教育において，教師は両方の構図を同時に遂行する。



教員の資質・能力： 新たな枠組みの必要性

■構成要素

Ａ 資質・能力･･･指導や授業に信頼・納得をもたらすための，

人としての魅力や熱意。指導や授業等の力を含み支える

役割を有する。

Ｂ１ 教職に関する知識・理解･･･学校や教育の機能や役割

等の知識・理解。

Ｂ２ 教科に関する知識・理解･･･教科に関する内容と指導

に関する知識・理解。

Ｃ 実践力･･･実際の教育に関わることであり，ICT等，社会
の変化に対応する内容も含む。

Ｄ 研究力･･･あらゆる教育活動を吟味検討し，改善を図るために必要。

・ ５領域 Ａ，Ｂ１，Ｂ２，Ｃ，Ｄ は，学校段階，教科を超えて共通性を有する。

・ 中等教育の教科による違いは，主としてＢ２に表出し，さらに，教科の特質がＣ，Ｄに反映する。

←教育の多様化・複雑化・高度化



教員の資質・能力： 新たな枠組みの必要性

■構成要素

Ａ 資質・能力･･･指導や授業に信頼・納得をもたらすための，

人としての魅力や熱意。指導や授業等の力を含み支える

役割を有する。

Ｂ１ 教職に関する知識・理解･･･学校や教育の機能や役割

等の知識・理解。

Ｂ２ 教科に関する知識・理解･･･教科に関する内容と指導

に関する知識・理解。

Ｃ 実践力･･･実際の教育に関わることであり，ICT等，社会
の変化に対応する内容も含む。

Ｄ 研究力･･･あらゆる教育活動を吟味検討し，改善を図るために必要。

・ ５領域 Ａ，Ｂ１，Ｂ２，Ｃ，Ｄ は，学校段階，教科を超えて共通性を有する。

・ 中等教育の教科による違いは，主としてＢ２に表出し，さらに，教科の特質がＣ，Ｄに反映する。

←教育の多様化・複雑化・高度化



資質・能力 （初等教育 B２教科に関する知識・理解）
B2－1 各教科等の指導内容の教育的価値を人間形成の側面から理解している。
・各教科等の背景となる親学問に関して本質的かつ基本的な知識や方法の体系について説明できる。

・各教科等の背景となる親学問に関して学習者が日常生活等で獲得している既有の知識や見方や考え方を適用して説明で
きる。

・学習者がこれからの社会に生きるために必要な資質や能力について列挙できる。

・学習者がこれからの社会に生きるために必要な資質や能力を育成できるように，既存の文化や学問・科学を再構成できる。

・学習指導要領の総則における教育課程編成の一般方針や内容等の取扱いに関する共通的事項，授業時数等の取扱い，
指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項などについて説明できる。 など

B2－2 各教科等の指導内容に関する系統的な知識，技能を持っている。
・学習指導要領の各教科等における目標とそれに基づく指導内容について説明できる。

・学習指導要領の各教科等における指導内容について小，中学校を一貫した視点から学年内や学年間のつながりを説明でき
る。 など

B2－3 各教科等の目標，教材，指導方法，学習評価についての知識を持っている。
・学習指導要領の各教科等における目標の意味や意義について説明できる。

・学習指導要領の各教科等における指導内容の意味や意義について説明でき，それを教材に具現化できる。

・学習指導要領の各教科等における指導方法の意味や意義について説明でき，それを具体的な学習指導過程に構想し展開
できる。

・学習指導要領の各教科等における観点別評価の意味や意義について説明でき，それを学習指導過程で具現化できる。
など



資質・能力 （中等教育・数学 B２教科に関する知識・理解）
B2－1 目的・目標
・「陶冶」的目的，実用的目的，文化的目的といった視座から，教育における数学の役割や意義を認識し，時代や社会に見合っ
た数学教育の在り方を探究することができる。

・学習指導要領を下に，歴史的変遷や算数科との関連も踏まえながら，数学科の目標を具体的に理解している。 など

B2－2 数学の内容と方法
・数学の内容に関する基礎知識を持つとともに，数学を生み出したり使ったりする方法を理解している。

・学習指導要領を下に，数学科の内容とその系統を理解している。 など

B2－3 生徒の数学学習
・生徒の発達段階を踏まえながら，数学学習における生徒の理解過程や思考の特徴を理解している。

・生徒一人一人の学習状況や能力の違いなど，数学科における個に応じた指導の必要性や意義を理解している。 など

B2－4 授業構成，指導技術
・数学科の授業を構成するために必要となる教材研究を行うことができる。

・問題解決的な学習や探究的な学習，数学的活動に基づく学習など，数学科における基本的な授業方法を理解している。

・教材研究を踏まえながら，数学科の学習指導案を作成することができる。

・生徒への課題提示や指示の仕方，発問や板書の仕方，教具やICTの活用など，数学科の授業における基本的な指導技術を
習得している。 など

B2－5 評価
・数学科における観点別学習状況評価の意味や意義を理解している。

・数学科の授業において，生徒一人一人の学習の達成度や進度，課題を把握するための評価方法を理解している。

・指導と評価の一体化という視座から，生徒一人一人の学習の達成度や進度，課題に関する評価結果をフィードバックしたり，
指導の改善に生かしたりすることの意義を理解している。 など



資質・能力 （中等教育・保健体育 B２教科に関する知識・理解）
B2－1 保健体育科の指導内容の教育的価値について理解している。
・体育・スポーツ・保健に関わる専門科学の基本的な知識と方法を理解し，説明できる。

・体育・スポーツ・保健に関わる専門科学に関して，生徒が持つ知識・技能，見方・考え方について説明できる。

・生徒が，生涯を通じて健康で豊かに生きるために必要な，体育・スポーツ・保健に関わる専門科学を学ぶことによって得られ
る，資質や能力について列挙できる。

・生徒が生涯を通じて運動に親しみ健康で豊かに生きるために必要な体育・スポーツ・保健に関わる資質や能力を育成できるよ
うに，関連する専門科学の内容を，学習指導要領に基づきながら，保健体育科の指導内容に組み立てることができる。 など

B2－2 保健体育科の指導内容に関する系統的な知識・技能を持っている。
・学習指導要領に定められている保健体育科における指導内容について基本的な知識・技能を身に付けている。

・他校種の学習指導要領に定められている体育科・保健体育科の指導内容についても知識・技能を持っており，他校種間の繋
がりを説明できる。 など

B2－3 保健体育科の目標，内容，指導方法，評価についての知識・技能を持っている。
・学習指導要領の保健体育科の目標について説明できる。

・学習指導要領の保健体育科の内容とその系統性について説明できる。

・学習指導要領の保健体育科の目標や内容，生徒の実態を基に，学習指導案を作成することができる。特に単元計画の意味を
理解し，適切な単元計画を作成することや，本時案を作成することができる。

・指導内容や生徒の実態に対応した教材や教具を工夫したり，作ったりすることの必要性を理解し，適切な教材や教具を工夫し
たり，作ったりすることができる。

・指導に当たっては多様な学習形態があることを理解し，適切な指導方法を選ぶことができる。

・保健体育科の観点別評価の意味について理解している。また，教科の目標や内容に即して，適切な方法を用いて学習者の評
価をする，という点を理解している。

・上記の視点を理解し，大学での模擬授業において総合的に実践することができる。 など



今後の課題

• 数学，保健体育以外の教科の教員養成に関して，本研究の成果が
活用可能。教科の特徴を基に議論することが有効。今回示した到達
目標は例示であり，実践を踏まえた検証や更なる議論が必要。

• 本研究では，コア・カリキュラム構築のための基盤整備としての役割
を担うことを追求した。教員養成のカリキュラム開発と質的向上の参
考資料として位置付く。



 

（資料１）初等教育の教員養成の資質・能力一覧 

 
大項目 小項目 解説 

初
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A－1 教育者に求め

られる資質や能力（使

命感，教育的愛情，対

人関係能力）を備えて

いる。 

 

・教育者としての使命感や責任感を持っている。 

・教育という職業に対する誇りを持っている。 

・幼児児童生徒に対する教育的愛情を持っている。 

・人間の成長・発達についての深い理解を持っている。 

・学校組織の一員として活動するための社会性，同僚と協力

して教育を展開する協働性を身に付けている。 

・他者と円滑に意思疎通するためのコミュニケーション能力

を身に付けている。 

・児童や生徒からも学び，共に成長しようとする姿勢を身に

付けている。 

・教育の専門家としての力量を持っている。 

・教師になるための課題，また現代の教育の課題を自覚し，

それらを解決しようとする姿勢を身に付けている。 

・ＩＣＴに関する基礎的知識や技能を持っている。 

・情報化社会において必要とされる倫理や規範について理解

している。                                      など 

 

教育は人なりというように，教師には教育者

であることが求められている。このことは，そ

の人自身における教育的人間としての資質や

能力とともに，現代の国際化，グローバル化，

情報化社会では，地球的な視野での行動や態

度，情報関係処理能力や ICT などの技術や技能

をも必要としている。 

このような資質や能力，技術や技能をまとめ

ると，①使命感や責任感，②教育的愛情や誇り，

③人間性や社会性，④対人関係能力，④学びの

姿勢，⑤問題解決能力，⑥地球的視野やその行

動，⑦ICT やその倫理，⑧専門的知識，⑨一般

的な教養であろう。⑧専門的知識や⑨一般的な

教養はほかの項目で，取り扱われるので，A と

しては，①－⑦で構成される。 

A－2 教育の実際が

同僚，保護者，地域の

人々との連携により

展開されていること

を理解し，同僚と互い

に高め合うことがで

きる。 

 

・教師は学校の一員であるとともに，地域社会の一員でもあ

ることや，子供たちが各家庭において育っていることを理

解している。 

・学校は，教師が協働して取り組む社会的な集合体であり，

各家庭や地域社会と連携し，展開されていることを理解し

ている。 

・教師は，教育者として，地域社会や学校組織の一員として

自覚し，地域の人々や同僚と連携・協力することが必要で

あることを理解している。 

・学校は，現代社会が求める教育課題に取組，一人一人の児

童生徒を成長・発展させ，より高い教育を実現しようとし

ていることを理解している。                      など 

 

教師は学校の一員であるとともに，地域社会

の一員でもある。また，子供たちは，各家庭に

おいて育っている。学校は，家庭や地域社会と

連携するとともに，教師が協働して取り組む社

会的な組織体である。各教師は，教育者として

の使命とともに，地域社会，学校組織の一員と

しても自覚し，地域社会や組織を地域の人々，

同僚と連携・協力しながら，発展させることが

必要である。これらを整理すると，①学校の社

会的関係，②同僚，保護者，地域社会の人々と

の連携，③同僚との協調性・協力，④教育を高

める姿勢，で構成される。 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

初

等

B1 

 

 

 

 

 

 

B1－1 社会の形成

において学校や教育

が果たしてきた機能

や現代社会における

学校や教育の役割を

理解している。 

・社会の形成において果たしてきた学校の機能について知っ

ている。 

・現代社会における学校や教育を取り巻く状況に関して理解

している。 

・現代社会において教師として何が求められているかを理解

している。                                      など 

 

教師は，近代社会の国家建設と維持のための

国民の育成，個人の幸福な生活保障に必要な能

力の発達に関して，学校や教育が果たしてきた

機能を理解することが求められる。さらに，教

師は，グローバル化，知識基盤社会等の現代社

会の特徴が学校や教育に与える影響を理解し

た上で，そのような現代社会の影響の下で将来

の社会を担う児童の成長と発達に教師が果た

す役割を理解することが求められる。 

 



 

 

初

等

B1 

 
B1－2 義務教育の

意義と役割について

知っている。小学校教

育の特質について知

っている。 

・義務教育の意義と役割を知っている。 

・小学校の組織と経営，行事等について知っている。 

・教育基本法，学校教育法，学習指導要領等と関連付けて，

小学校の各教科や特別活動等が人間形成において果たし

ている役割について知っている。                  など 

 

教師は，保護者及び教育行政が，児童の成長

と発達を保障するために，普通教育を受けさせ

る義務を持つ意義と役割を知る必要がある。そ

して，教師はその義務教育の目的を達成するた

めに制度化された小学校の組織，経営，行事の

全体を理解することを求められる。さらに，教

師は，教育基本法，学校教育法，学習指導要領

等の法令と関連付けて，小学校の各教科や特別

活動等が人間形成において果たしている役割

について知ることを求められる。 

 

B1－3 学校や教育

を取り巻く基礎的な

知識を持ち，関連する

法令の内容と関連付

けて教師に求められ

ていることについて

理解している。 

・学校を取り巻く地域社会の要請や子供の実態を把握し，同

僚と協力する必要性について理解している。 

・教育基本法，学校教育法，教育公務員特例法等に基づき，

教師に求められている服務や研修等について知っている。 

など 

 

教師は，学校を取り巻く地域社会が児童の成

長と発達に求めている要請を把握し，校内の同

僚と協力して，実際の児童の実態に応じて必要

な教育的働きかけを行う役割を求められる。ま

た，教師はその役割を果たすために，教育基本

法，学校教育法，教育公務員特例法等に定めら

れた，教師に求められている服務や研修等の内

容を知っていることが求められる。 

 

B1－4 小学校の教

育課程に関する知識

を持っている。 

・児童の成長と発達に必要な文化を組織した全体的な計画と

しての教育課程に関する知識を持っている。 

・計画を実践するとともに，その実践の成果に基づいて評価

し改善する過程としての教育課程に関する知識を持って

いる。 

・小学校の教育課程としての小学校学習指導要領に関する知

識を持っている。                                など 

 

教師は，小学校の目標を実現するために，次

のような小学校の教育課程に関する知識を持

つことを求められる。つまり，児童の成長と発

達に必要な文化を組織した全体的な計画とし

ての教育課程，さらに，その計画を実践し，そ

の実践の成果に基づいて計画を評価し改善す

る過程としての教育課程に関する知識である。

また，教師は小学校の教育課程として法令で定

められた小学校学習指導要領に関する知識を

持つことも求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B1－5 生徒指導や

学級経営の意義や視

点などに関する知識

を持っている。 

・学級経営・生徒指導の意義や視点などに関する知識を持っ

ている。 

・行動管理の方法に関する知識を持っている。 

・教室環境，学習環境づくりに必要な知識を持っている。 

など 

 

教師は，学級担任として児童の内面を深く共

感的に理解した上で，児童の行為や行動を指導

する知識を持つことが求められる。そして，学

級の目標を設定し学級活動や学校行事等の学

級経営の知識を持つことが求められる。また，

学級の規律を維持して児童が協力して行動す

るための管理の知識，机や掲示物の配置に加え

日記作成や学級文庫の設置等の安全で安心で

きる教室環境や学習環境づくりの知識を持つ

ことも求められる。 

 



 

 

 

初

等

B1 

 

 

B1－6 発達や学習

に関する知識を持っ

ている。また，特別に

支援を必要とする児

童の特徴，必要な対応

方法について理解し

ている。 

・児童の発達と学習に関する知識を持っている。 

・教授及び学習指導に関する知識を持っている。 

・特別に支援を必要とする子供の特徴を理解しているととも

に，多様な個々の子供のニーズに対して効果的に対応する

方法を理解している。                            など 

 

教師は，児童の成長や発達段階に関する知識

を持つとともに，発達段階に応じた学習の特質

に関する知識を持つことが求められる。さら

に，教科指導に必要な教授及び学習指導に関す

る知識を持つことが求められる。そして，特別

に支援を必要とする子供の特徴を理解してい

るとともに，多様な個々の子供のニーズに対し

て効果的に対応する方法を理解していること

が求められる。 

 

B1－7 児童の発達

や学習を評価するこ

との目的，方法，意義

について知識を持っ

ている。 

・評価の目的と意義について知識を持っている。 

・評価に用いる様々な方法を知り，その方法の利点や弱点を

知っている。 

・目標に準拠した評価を実施する上で必要な事項について知

っている。                                      など 

 

教師は，児童の発達や学習を支援するための

評価の目的と意義について理解するとともに，

評価に用いる様々な方法を知り，その方法の利

点や弱点を知ることが求められる。そして，現

在小学校で用いられている目標に準拠した評

価を実施するために必要な評価規準の作成等

の必要な事項について知ることが求められる。 

 

B1－8 ICT に関す

る基礎的な知識や技

能を持ち，情報化社会

において必要とされ

る情報倫理について

理解している。 

・ＩＣＴに関する知識を持ち必要なスキルを理解している。 

・情報化社会において必要とされる規範について理解してい

る。                                            など 

 

教師は，現代社会で求められている ICT に関

する知識を持つとともに必要なスキルを理解

することが求められる。また，教師は，情報化

社会で ICT を活用する前提となる情報活用に

関する規範について理解することが求められ

る。 

 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

初

等

B2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ2－1 各教科等の

指導内容の教育的価

値を人間形成の側面

から理解している。 

・各教科等の背景となる親学問に関して本質的かつ基本的な

知識や方法の体系について説明できる。 

・各教科等の背景となる親学問に関して学習者が日常生活等

で獲得している既有の知識や見方や考え方を適用して説

明できる。 

・学習者がこれからの社会に生きるために必要な資質や能力

について列挙できる。 

・学習者がこれからの社会に生きるために必要な資質や能力

を育成できるように，既存の文化や学問・科学を再構成で

きる。 

・学習指導要領の総則における教育課程編成の一般方針や内

容等の取扱いに関する共通的事項，授業時数等の取扱い，

指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項などについ

て説明できる。                                  など 

 

教職科目関係で人間形成をいうと，個人内で

は自己変革や多面的な判断，他者との関わりで

は他者の存在を認め，そこからの学びになる。

教科内容を構成するという，Ｂ２では，教科の

親学問の学問的価値を，能力など豊かに生きる

ための資質や能力的な価値に変換することが

人間形成の側面から教材価値を見直すことと

考える。そこで，① 親学問に関する本質的な

理解② 学習者が既有する知識や能力などの理

解③ 生きていくために必要な能力の理解④ 

①②③の理解に基づき教材の構成（教科内容構

成）能力⑤ 各学校の教育課程を編成する場合

に必要な学習指導要領総則に関する理解，で構

成される。 

 



 

 

初

等

B2 

 

 

 

 

 

Ｂ2－2 各教科等の

指導内容に関する系

統的な知識，技能を持

っている。 

 

・学習指導要領の各教科等における目標とそれに基づく指導

内容について説明できる。 

・学習指導要領の各教科等における指導内容について小，中

学校を一貫した視点から学年内や学年間のつながりを説

明できる。                                      など 

 

学習内容は学習者の立場から，指導内容を教

師の立場からの表現 

Ｂ2－3 各教科等の

目標，教材，指導方法，

学習評価についての

知識を持っている。 

 

・学習指導要領の各教科等における目標の意味や意義につい

て説明できる。 

・学習指導要領の各教科等における指導内容の意味や意義に

ついて説明でき，それを教材に具現化できる。 

・学習指導要領の各教科等における指導方法の意味や意義に

ついて説明でき，それを具体的な学習指導過程に構想し展

開できる。 

・学習指導要領の各教科等における観点別評価の意味や意義

について説明でき，それを学習指導過程で具現化できる。 

など 

 

「知識を持っている」ということは，狭義の

意味ではなく，実践上で具体的に展開できるよ

うにするため，広義の意味として知識を捉え

る。Ｂ２－１は教科構成論の視点で，Ｂ２－３

は，学習指導要領の視点での理解を記述。また，

評価に関する目的や目標，方法，手法などの学

習評価はＢ１で述べ，Ｂ２－３では，学習指導

要領を基底にする観点別評価を述べる。 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

初

等

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C－1 教職への使命

感と教育的愛情を持

って目的や状況に応

じた適切な言動を取

ることができる。 

・現代社会における学校や教育を取り巻く状況に関する理解

に基づき，教職への使命感及び教育的愛情を持って教育活

動に携わることができる。 

・教師に求められている服務等を遵守することができる。 

など 

 

教育は社会的制度であり，そこに関わる者は

学校，教育，及び教師に対する社会的要請・社

会的責任を理解した上で教育活動に携わるこ

とが求められている．そのため，1）教職への

意識，2）服務に関すること，という視点から

下位項目を構成した。 

 

 

C－2 特別な支援を

必要とする児童を含

め，児童一人一人を理

解し指導することが

できる。 

 

・多様な個々の児童の発達と学習の状況及びニーズを理解

し，それらに応じた指導をすることができる。 

・特別に支援を必要としている児童の特徴に応じた効果的な

方法を用いて指導することができる。              など 

共生社会の形成に向けた視点を持って，教育

の実際に携わっていく必要があるという観点

から，小項目を構成した。 

C－3 学級の状況を

把握して学級経営の

指導計画を立案し，信

頼的な関係を築いて

指導することができ

る。 

 

・学級経営・生徒指導の意義や視点に立って，学級や児童の

状態に応じた指導計画を立案，実施することができる。 

・教師と児童の信頼関係及び児童相互の好ましい人間関係を

育てるととともに児童理解を深めることができる。 

・行動管理をすることができる。 

・教室環境，学習環境づくりをすることができる。    など 

 

学校における学びの基盤としての学級経

営・生徒指導の意義を理解した上で教育活動を

計画，実施し，児童の成長を保障することが教

師に求められている。そこで，1）実情に応じ

た計画性，2）実践的力量（関係性の構築，安

全，環境），の観点から小項目を構成した。 



 

 

 

初

等

C 

 

 

 

C－4 児童一人一人

の到達状況や発達段

階を考慮して，場面や

状況などに応じた各

教科等の指導計画を

立案し授業実践をす

ることができる。 

 

・教材や指導法に関する知識を用いて，目的に即した適切な

教育活動，授業を計画し実践することができる。 

・児童の発達段階や一人一人の学習状況，能力に応じた教育

活動，授業を計画し実践することができる。 

・児童の既習知識と関連付けて新しい知識・理解・概念，プ

ロセスを獲得させる教育活動，授業を計画し実践すること

ができる。 

・児童が学習内容を確実に身に付けることができるように，

学習形態を適切に使い分けるとともに，補充的な学習や発

展的な学習などを適切に位置付けた教育活動，授業を計画

し実践することができる。 

・必要に応じて適切に ICT を活用することができる。 など 

 

児童一人一人の状況を把握し，それに応じた

適切な教育活動を各教科等において計画，実施

することにより，児童が持っている諸能力を高

めることが教師に求められている。そこで，1）

各教科等の目的に即した教育活動，2）児童理

解に基づいた教育活動，3）学習過程，4）学習

形態及び補充・発展，5）ICT 活用，の観点か

ら下位項目を構成した．ただし，本項目では，

初等教育教員養成であることを念頭に置き，各

教科等の水準で記述している。 

 

 

 

 

 

 

C－5 児童一人一人

の発達や学習を評価

することができる。 

 

・評価計画に基づき，授業実践において児童の学習状況を評

価することができる。 

・児童一人一人の学習ニーズを評価することができる。 

・児童一人一人の学習の達成度，進度，課題を把握し，適宜，

フィードバックすることができる。 

・児童一人一人が自らの学習を評価し，自らの課題に気付く

ことができるように支援することができる。        など 

 

学習をより充実させる上で，教育計画に即し

て教師が児童の学習の様子を的確に把握し，そ

の結果を児童にフィードバックすることが必

要である。そこで，1）計画性，2）児童のニー

ズ，3）フィードバック，4）児童による自己評

価，の観点から構成した。 

C－6 自らの指導を

振り返り，指導計画及

び教育活動を適宜変

更することができる。 

・教師自らの教授・学習指導を振り返ることにより，指導計

画及び教育活動を適宜変更することができる。      など 

 

「指導と評価の一体化」の観点から，計画，

実施した教育活動を学習者の実情に即して変

更，改善することが教師に求められている。本

項目はこの観点から構成されている。 

 

C－7 学校や教室に安

全な環境を実現する

とともに，それらの維

持を点検し評価する

ことができる。 

 

・学校や教室に安全な学習環境を実現し，それらの維持を点

検するとともに，必要な改善を行うことができる。 

・校外活動においても，安全な学習環境にあるかどうかを点

検・評価し，適切な配慮をすることができる。 

・学校や教室における学習者の行動についての規律，行動規

範の枠組みを示し，それに基づいて指導することができ

る。 

・学習者の行動や規範の管理において，学習者の自主性を尊

重することができる。                            など 

 

学校や教室が児童にとって精神的，身体的に

安全な場であることが，学習を保障することに

なる。教師にはこれらの安全を保障する責務が

あるとともに，児童の自主性を育むという側面

も忘れてはならない。そこで，1）学習環境，2）

校外活動，3）規範，4）自主性，という観点か

ら構成した。 

C－8 同僚と協働

し，学校の教員として

効果的な教育活動の

実践及びその改善を

することができる。 

・同僚と協働し，学校の教員として効果的な教育実践を展開

するとともに，より良いものに改善することができる。 

・同僚の教育活動を適切に支援し，学校の教育目標実現に寄

与することができる。                            など 

 

学校や教育が置かれている複雑な状況に応

じ，より良い教育活動を展開することは教師一

人の問題を超えており，同僚との協働性を抜き

には考えられない現状である。この観点から，

本項目を構成した。 

 



 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

初

等 

D 

 

 

 

 

 

 

D－1 課題探求の基

本的な過程（課題の認

識，必要な調査・分析，

解決策の立案，解決策

の実施，結果の評価・

改善という一連の過

程）を知っている。 

 

・社会の諸現象に関する理解を深めるとともに，課題を発見

し，必要な調査・分析の計画を立て，解決に向けて創造的

に考えることができる。 

・課題の探求のために多様な知識や情報を適切に活用すると

ともに，複眼的，論理的に分析し表現することができる。 

・課題の解決に向けて自律的に行動するとともに，コミュニ

ケーションを大切にして他者と協調的に取り組むことが

できる。                                        など 

 

「学びの姿勢や問題解決能力」(領域 A 参照)

を持っていることは，教員としてのみならず社

会人として重要である。このような姿勢や能力

の伸長には，自ら課題を見いだしそれを探求す

る活動を行うことによって，自らの体験・経験

の結果として，課題の認識とその追求，改善と

いう「課題探求の過程」を知ることができる。 

D－2 児童，学級，

学校において教育課

題を自ら見いだし，そ

の教育課題に関する

探求を行い，探求成果

を報告としてまとめ

るとともに，活用する

ことができる。 

・教育実習などの体験を通して，児童の発達，学習指導，学

級経営など教育活動に関する課題について自ら見いだす

ことができる。 

・教育の諸課題に対して親学問を参照したり，先行実践を調

査したりするなど，適切にアプローチし探求することがで

きる。 

・探求した成果を論文としてまとめたり，プレゼンテーショ

ンを作成して共有したりするなど，説明や報告をすること

ができる。 

・諸課題に関する探求の成果を，実際の教育実践に活用し，

その効果を省察することができる。                など 

 

教師には，常に児童及び授業についての理解

を深め，その指導に関わる力量の向上を心掛け

ることが求められる。そのために，まず，自ら

の教育活動について課題を見いだすとともに，

その課題の解決に向けてどのようなアプロー

チが可能であるのか，複数の選択肢を持つこと

が必要である。さらに，その課題解決の成果や

アプローチの手法などを教師同士で共有し，再

び，自身の実践の省察を通して次なる課題を見

いだしていく。こうした「教育実践に関わる課

題探求」を日常的に行うことができるよう，小

項目を構成した。 

 

 



 

（資料２）中等教育・数学の教員養成の資質・能力一覧 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

数

学 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A－1 教育者に求め

られる資質や能力（使

命感，教育的愛情，対

人関係能力）を備えて

いる。 

 

・教育者としての使命感や責任感を持っている。 

・教育という職業に対する誇りを持っている。 

・生徒に対する教育的愛情を持っている。 

・人間の成長・発達についての深い理解を持っている。 

・学校組織の一員として活動するための社会性，同僚と協力

して教育を展開する協働性を身に付けている。 

・他者と円滑に意思疎通するためのコミュニケーション能力

を身に付けている。 

・生徒からも学び，共に成長しようとする姿勢を身に付けて

いる。 

・教育の専門家とは何かを知り，それへ向かって努力する姿

勢がある。 

・教師になるための課題，また現代の教育の課題を自覚し，

それらを解決しようとする姿勢を身に付けている。 

・ＩＣＴに関する基礎的知識や技能を持っている。 

・情報化社会において必要とされる倫理や規範について理解

している。                                      など 

 

教育は人なりというように，教師には教育者

であることが求められている。このことは，そ

の人自身における教育的人間としての資質や

能力とともに，現代の国際化，グローバル化，

情報化社会では，地球的な視野での行動や態

度，情報関係処理能力や ICT などの技術や技能

をも必要としている。 

このような資質や能力，技術や技能をまとめ

ると，①使命感や責任感，②教育的愛情や誇り，

③人間性や社会性，④対人関係能力，④学びの

姿勢，⑤問題解決能力，⑥地球的視野やその行

動，⑦ICT やその倫理，⑧専門的知識，⑨一般

的な教養であろう。⑧専門的知識や⑨一般的な

教養はほかの項目で，取り扱われるので，A と

しては，①－⑦であろう。 

A－2 教育の実際が

同僚，保護者，地域の

人々との連携により

展開されていること

を理解し，同僚と互い

に高め合うことがで

きる。 

 

・教師は学校の一員であるとともに，地域社会の一員でもあ

ることや，生徒が各家庭において育っていることを理解し

ている。 

・学校は，教師が協働して取り組む社会的な集合体であり，

各家庭や地域社会と連携し，展開されていることを理解し

ている。 

・教師は，教育者として，地域社会や学校組織の一員として

自覚し，地域の人々や同僚と連携・協力することが必要で

あることを理解している。 

・学校は，現代社会が求める教育課題に取組，一人一人の生

徒を成長・発展させ，より高い教育を実現しようとしてい

ることを理解している。                          など 

 

教師は学校の一員であるとともに，地域社会

の一員でもある。また生徒は，各家庭において

育っている。学校は，家庭や地域社会と連携す

るとともに，教師が協働して取り組む社会的な

組織体である。各教師は，教育者としての使命

とともに，地域社会，学校組織の一員としても

自覚し，地域社会や組織を地域の人々，同僚と

連携・協力しながら，発展させることが必要で

ある。これらを整理すると，①学校の社会的関

係，②同僚，保護者，地域社会の人々との連携，

③同僚との協調性・協力，④教育を高める姿勢，

であろう。 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

数

学 

B1 

 

 

 

 

 

 

 

 

B1－1 社会の形成に

おいて学校や教育が

果たしてきた機能や

現代社会における学

校や教育の役割を理

解している。 

 

・社会の形成において果たしてきた学校の機能について知っ

ている。 

・現代社会における学校や教育を取り巻く状況に関して理解

している。 

・現代社会において教師として何が求められているかを理解

している。                                      など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

B1－2 中等教育の意

義と役割について知

っている。中・高等学

校教育の特質につい

て知っている。 

・中等教育の意義と役割を知っている。 

・中・高等学校の組織と経営，行事等について知っている。 

・教育基本法，学校教育法，学習指導要領等と関連付けて，

中・高等学校の各教科や特別活動等が人間形成において果

たしている役割について知っている。              など 

初等の大項目・小項目と同様。 



 

 

 

数

学 

B1 

 

 

B1－3 学校や教育を

取り巻く基礎的な知

識を持ち，関連する法

令の内容と関連付け

て教師に求められて

いることについて理

解している。 

 

・学校を取り巻く地域社会の要請や生徒の実態を把握し，同

僚と協力する必要性について理解している。 

・教育基本法，学校教育法，教育公務員特例法等に基づき，

教師に求められている服務や研修等について知っている。 

など 

初等の大項目・小項目と同様。 

B1－4 中・高等学校

の教育課程に関する

知識を持っている。 

 

・生徒の成長と発達に必要な文化を組織した全体的な計画と

しての教育課程に関する知識を持っている。 

・計画を実践するとともに，その実践の成果に基づいて評価

し改善する過程としての教育課程に関する知識を持って

いる。 

・中・高等学校の教育課程としての中・高等学校学習指導要

領に関する知識を持っている。                    など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

B1－5 生徒指導や学

級経営の意義や視点

などに関する知識を

持っている。 

 

・学級経営・生徒指導の意義や視点などに関する知識を持っ

ている。 

・行動管理の方法に関する知識を持っている。 

・教室環境，学習環境づくりに必要な知識を持っている。 

など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

B1－6 発達や学習に

関する知識を持って

いる。また，特別に支

援を必要とする生徒

の特徴，必要な対応方

法について理解して

いる。 

 

・生徒の発達と学習に関する知識を持っている。 

・教授及び学習指導に関する知識を持っている。 

・特別に支援を必要とする生徒の特徴を理解しているととも

に，多様な個々の生徒のニーズに対して効果的に対応する

方法を理解している。                            など 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

B1－7 生徒の発達や

学習を評価すること

の目的，方法，意義に

ついて知識を持って

いる。 

 

・評価の目的と意義について知識を持っている。 

・評価に用いる様々な方法を知り，その方法の利点や弱点を

知っている。 

・目標に準拠した評価を実施する上で必要な事項について知

っている。                                      など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

B1－8 ICT に関する

基礎的な知識や技能

を持ち，情報化社会に

おいて必要とされる

情報倫理について理

解している。 

 

・ICT に関する知識を持ち必要なスキルを理解している。 

・情報化社会において必要とされる規範について理解してい

る。                                            など 

初等の大項目・小項目と同様。 



 

 大項目 小項目 解説 

 

 

数

学 

B2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ2－1 目的・目標 

・「陶冶」的目的，実用的目的，文化的目的といった視座か

ら，教育における数学の役割や意義を認識し，時代や社会

に見合った数学教育の在り方を探究することができる。 

・学習指導要領を下に，歴史的変遷や算数科との関連も踏ま

えながら，数学科の目標を具体的に理解している。  など 

 

数学科をはじめとする各教科等は，人間形成

の一翼を担っている。このような認識の下，数

学科の目的や目標を理解することが数学科教

師には求められる。こうした視座から，数学科

の到達目標として，「目的・目標」の項目を設

けた。 

具体的な到達目標としては，次の二つが重要

であると考える。第一は，人間形成に果たす「数

学」の役割や意義を認識し，そうした認識に基

づいて，数学教育の在り方を探求できることで

ある。第二は，第一を踏まえながら，学習指導

要領に沿って，数学科の目標を具体的に理解す

ることである。 

 

Ｂ2－2 数学の内容

と方法 

・数学の内容に関する基礎知識を持つとともに，数学を生み

出したり使ったりする方法を理解している。 

・学習指導要領を下に，数学科の内容とその系統を理解して

いる。                                          など 

 

数学科の授業を構成し実践するに当たって

は，数学に関する基礎的な専門性は不可欠であ

る。こうした視座から，数学科の到達目標とし

て，「数学の内容と方法」の項目を設けた。 

具体的な到達目標としては，次の二つが重要

であると考える。第一は，教材の背景となる数

学に関する基礎知識を持つとともに，数学を創

造したり活用したりするときの方法を理解す

ることである。第二は，学習指導要領に沿って，

各学年や各科目で指導する内容とその系統を

理解することである。 

 

Ｂ2－3 生徒の数学

学習 

・生徒の発達段階を踏まえながら，数学学習における生徒の

理解過程や思考の特徴を理解している。 

・生徒一人一人の学習状況や能力の違いなど，数学科におけ

る個に応じた指導の必要性や意義を理解している。  など 

 

数学科の授業を構成し実践するに当たって

は，生徒理解が求められる。こうした視座から，

数学科の到達目標として「生徒の数学学習」の

項目を設けた。 

具体的な到達目標として，次の二つが重要で

あると考える。第一は，生徒の発達段階や理解

過程，思考の特徴を理解することである。第二

は，「個に応じた指導」の必要性や意義を理解

することである。 

 



 

 

 

数

学 

B2 

 

B2－4 授業構成，指

導技術 

・数学科の授業を構成するために必要となる教材研究を行う

ことができる。 

・問題解決的な学習や探究的な学習，数学的活動に基づく学

習など，数学科における基本的な授業方法を理解してい

る。 

・教材研究を踏まえながら，数学科の学習指導案を作成する

ことができる。 

・生徒への課題提示や指示の仕方，発問や板書の仕方，教具

や ICT の活用など，数学科の授業における基本的な指導技

術を習得している。                              など 

 

数学科の授業を構成し実践するに当たって

は，授業構成や指導技術に関する専門性も求め

られる。また，両者に関する専門性は相互に関

係している。こうした視座から，数学科の到達

目標として，「授業構成，指導技術」の項目を

設けた。 

具体的な到達目標として，次の四つが重要で

あると考える。第一は，教材研究を行うことが

できることである。第二は，基本的な授業方法

を理解することである。第三は，学習指導案を

作成することができることである。第四は，基

本的な指導技術を習得することである。 

 

B2－5 評価 

・数学科における観点別学習状況評価の意味や意義を理解し

ている。 

・数学科の授業において，生徒一人一人の学習の達成度や進

度，課題を把握するための評価方法を理解している。 

・指導と評価の一体化という視座から，生徒一人一人の学習

の達成度や進度，課題に関する評価結果をフィードバック

したり，指導の改善に生かしたりすることの意義を理解し

ている。                                        など 

 

数学科の授業では，「指導と評価の一体化」

という視座から，生徒の達成度を的確に評価

し，その結果を指導の改善に生かすことが求め

られる。こうした視座から，数学科の到達目標

として，「評価」の項目を設けた。 

具体的な到達目標として，次の三つが重要で

あると考える。第一は，数学科における観点別

学習状況評価を理解することである。第二は，

評価方法を理解することである。第三は，評価

結果を指導の改善に生かすことの意義や重要

性を理解することである。 

 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

数

学 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C－1 教職への使命

感と教育的愛情を持

って目的や状況に応

じた適切な言動を取

ることができる。 

 

・現代社会における学校や教育を取り巻く状況に関する理解

に基づき，教職への使命感及び教育的愛情を持って教育活

動に携わることができる。 

・教師に求められている服務等を遵守することができる。 

など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

C－2 特別な支援を

必要とする生徒を含

め，生徒一人一人を理

解し指導することが

できる。 

 

・多様な個々の生徒の発達と学習の状況及びニーズを理解

し，それらに応じた指導をすることができる。 

・特別に支援を必要としている生徒の特徴に応じた効果的な

方法を用いて指導することができる。              など 

初等の大項目・小項目と同様。 

 
C－3 学級の状況を

把握して学級経営の

指導計画を立案し，信

頼的な関係を築いて

指導することができ

る。 

 

 
・学級経営・生徒指導の意義や視点に立って，学級や生徒の

状態に応じた指導計画を立案，実施することができる。 

・教師と生徒の信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係を

育てるととともに生徒理解を深めることができる。 

・行動管理をすることができる。 

・教室環境，学習環境づくりをすることができる。    など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 



 

 

数

学

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C－4 生徒一人一人

の到達状況や発達段

階を考慮して，場面や

状況などに応じた数

学科の指導計画を立

案し授業実践をする

ことができる。 

 

・数学科の目的・目標，数学の内容と方法を踏まえながら，

教材，指導法に関する知識を用いて，問題解決的な学習や

探究的な学習，数学的活動などに基づく適切な教育活動，

授業を計画し実践することができる。 

・生徒の発達段階及び数学学習における生徒の理解過程や思

考の特徴を踏まえながら，一人一人の学習状況，能力に応

じた教育活動，授業を計画し実践することができる。 

・生徒の既習知識と関連付けて新しい知識・理解・概念，プ

ロセスを獲得させる教育活動，授業を計画し実践すること

ができる。 

・生徒が学習内容を確実に身に付けることができるように，

学習形態を適切に使い分けるとともに，補充的な学習や発

展的な学習などを適切に位置付けた教育活動，授業を計画

し実践することができる。 

・生徒への課題提示や指示の仕方，発問や板書の仕方，教具

や ICT の活用などの基本的な指導技術を基盤としながら，

授業を適切に計画し実践することができる。        など 

 

数学科の授業の実践力では，生徒の到達状況

や発達段階を考慮しながら，数学科の目的・目

標，内容と方法を踏まえた指導計画の立案と授

業の実践が求められるため，この項目を設け

た。具体的な到達目標では，①数学科の目的・

目標，内容と方法，授業構成の在り方を踏まえ

た授業の計画と実践，②生徒の数学学習の特徴

を踏まえた授業の計画と実践。③生徒の既習知

識との関連付けの重視，④学習内容を確実に身

に付けるための授業の計画と実践，⑤指導技術

に関する専門性を用いての授業の計画と実践

が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C－5 生徒一人一人

の数学の学習状況を

評価することができ

る。 

・数学科における観点別学習状況評価などに基づく評価計画

にしたがって，授業実践において生徒の学習状況を評価す

ることができる。 

・生徒一人一人の学習ニーズを評価することができる。 

・生徒一人一人の学習の達成度，進度，課題を把握し，適宜，

フィードバックすることができる。 

・生徒一人一人が自らの学習を評価し，自らの課題に気付く

ことができるように支援することができる。        など 

 

数学科の授業の実践力においては，生徒の数

学の学習状況を評価し，適切にフィードバック

をすることが求められるため，この項目を設け

た。具体的な到達目標では，①観点別学習状況

評価などに基づく評価計画に従った学習状況

の評価，②生徒一人一人の学習ニーズの評価，

③生徒の課題の把握とフィードバック，④生徒

が自らの学習を評価するための支援が重要で

ある。 

 

C－6 数学科におけ

る自らの指導を振り

返り，指導計画及び教

育活動を適宜変更す

ることができる。 

・数学科における授業研究などの視座から，教師自らの教

授・学習指導を振り返ることにより，指導計画及び教育活

動を適宜変更することができる。                  など 

 

数学科の授業の実践力においては，「指導と

評価の一体化」という視座から，生徒の達成度

の評価結果を指導の改善に生かすことが求め

られるため，この項目を設けた。その際，数学

科における授業研究などから得られる示唆（授

業観察の視点や教材研究の方法）を用いること

が重要である。なお，この項目は，研究力Ｄ－

２につながるものである。 

 

C－7 学校や教室に

安全な環境を実現す

るとともに，それらの

維持を点検し評価す

ることができる。 

 
・学校や教室に安全な学習環境を実現し，それらの維持を点

検するとともに，必要な改善を行うことができる。 

・校外活動においても，安全な学習環境にあるかどうかを点

検・評価し，適切な配慮をすることができる。 

・学校や教室における学習者の行動についての規律，行動規

範の枠組みを示し，それに基づいて指導することができ

る。 

・学習者の行動や規範の管理において，学習者の自主性を尊

重することができる。                            など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 



 

 

数

学

C 

 

C－8 同僚と協働し，

学校の教員として効

果的な教育活動の実

践及びその改善をす

ることができる。 

 

・同僚と協働し，学校の教員として効果的な教育実践を展開

するとともに，より良いものに改善することができる。 

・同僚の教育活動を適切に支援し，学校の教育目標実現に寄

与することができる。                            など 

初等の大項目・小項目と同様。 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

数

学 

D 

 

 

 

 

D－1 課題探求の基

本的な過程（課題の認

識，必要な調査・分析，

解決策の立案，解決策

の実施，結果の評価・

改善という一連の過

程）を知っている。 

 

・社会や自然の諸現象に関する理解を深めるとともに，課題

を発見し，必要な調査・分析の計画を立て，解決に向けて

創造的に考えることができる。 

・課題の探求のために多様な知識や情報を適切に活用すると

ともに，複眼的，論理的に分析し表現することができる。 

・課題の解決に向けて自律的に行動するとともに，コミュニ

ケーションを大切にして他者と協調的に取り組むことが

できる。                                        など 

 

「学びの姿勢や問題解決能力」(領域 A 参照)

を持っていることは，教員としてのみならず社

会人として重要である。このような姿勢や能力

の伸長には，自ら課題を見いだしそれを探求す

る活動を行うことによって，自らの体験・経験

の結果として，課題の認識とその追求，改善と

いう「課題探求の過程」を知ることができる。 

D－2 生徒，学級，学

校において教育課題

を自ら見いだし，その

教育課題に関する探

求を行い，探求成果を

報告としてまとめる

とともに，活用するこ

とができる。 

 

・教育実習などの体験を通して，生徒の発達，教材，学習指

導，学級経営などの教育活動に関する課題を自ら見いだす

ことができる。 

・教育の諸課題に対して親学問を参照したり，先行研究や実

践を調査したりするなど，適切にアプローチし探求するこ

とができる。 

・教育実践を具体的な事実として捉え，それを研究対象とす

ることができる。 

・諸課題に関する探求の成果を，教育実践に活用し，その効

果を省察することができる。 

・探求した成果を論文としてまとめたり，プレゼンテーショ

ンを行い共有したりするなど，説明や報告をすることがで

きる。                                          など 

 

教育に関する課題を自ら見いだし，それを調

査研究や授業研究，文献研究などによって探求

しその成果報告を行うという，一連の活動を通

して，教員として研究し続ける能力の伸長や意

欲の喚起は重要である。このような一連の活動

によって，教育実践を研究対象として実践・研

究を継続的に推進するという態度の形成を目

指す。 

 



 

（資料３）中等教育・保健体育の教員養成の資質・能力一覧 
 大項目 小項目 解説 

 

 

保

健 

体

育 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A－1  教育者に求め

られる資質や能力（使

命感や責任感，教育的

愛情や誇り，人間性や

社会性，文化・学問・

社会への関心と学び

の姿勢，生命尊重・健

康管理・安全の意識，

対人関係能力，問題解

決能力，地球的な視野

やその行動，ICT やそ

の倫理）を備えてい

る。 

 

・教育者としての使命感や責任感を持っている。 

・教育という職業に対する誇りを持っている。 

・生徒に対する教育的愛情を持っている。 

・人間の成長・発達についての深い理解を持っている。 

・学校組織の一員として活動するための社会性，同僚と協力

して教育を展開する協働性を身に付けている。 

・文化や学問・科学技術，社会の動向について関心を持ち，

生徒からも学び，共に成長しようとする姿勢を身に付けて

いる。 

・教育活動のあらゆる場面において，生徒のいのちとから

だ・健康を守るという意識を持っている。 

・他者と円滑に意思疎通するためのコミュニケーション能力

を身に付けている。 

・現代の教育の課題を自覚し，それらを解決しようとする姿

勢を身に付けている。 

・国際化，グローバル化に対応し，地球的な視野で物事を捉

え行動できる能力を身に付けている。 

・ＩＣＴに関する基礎的知識や技能を持っている。 

・情報化社会において必要とされる倫理や規範について理解

している。                                      など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，中等段階の特化した項目として，「④ 

文化・学問・社会への関心と学びの姿勢」を，

さらには，保健体育科に特化した項目として，

「⑤生命尊重・健康管理・安全の意識」の項目

を付け加えて，以下の小項目を設定した。 

① 使命感や責任感 

② 教育的愛情や誇り 

③ 人間性や社会性学びの姿勢 

④ 文化・学問・社会への関心と学びの姿勢 

⑤ 生命尊重・健康管理・安全の意識 

⑥ 対人関係能力 

⑦ 問題解決能力 

⑧ 地球的な視野やその行動 

⑨ ICT やその倫理 

A－2  教育の実際が

同僚，保護者，地域の

人々との連携により

展開されていること

を理解している。 

 

・教師は学校の一員であるとともに，地域社会の一員でもあ

ることを理解している。 

・生徒が各家庭において育っていることを理解している。 

・学校は，教師が協働して取り組む社会的な集合体であり，

各家庭や地域社会と連携し，展開されていることを理解し

ている。 

・教師は，教育者として，地域社会や学校組織の一員として

自覚し，地域の人々や同僚と連携・協力することが必要で

あることを理解している。 

・学校は，現代社会が求める教育課題に取組，一人一人の生

徒を成長・発展させ，より高い教育を実現しようとしてい

ることを理解している。                          など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，若干の項目の整理を行い，以下の観

点から小項目を設定した。 

① 学校の社会的関係 

② 同僚，保護者，地域社会の人々との連携・ 

協力 

③ 教育を高める姿勢 

 
大項目 小項目 解説 

 

 

保

健 

体

育 

B1 

 

B1－1 社会の形成

において学校や教育

が果たしてきた機能

や現代社会における

学校や教育の役割を

理解している。 

 

・社会の形成において果たしてきた学校の機能について知っ

ている。 

・現代社会における学校や教育を取り巻く状況に関して理解

している。 

・現代社会において教師として何が求められているか理解し

ている。                                        など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 



 

 

 

保

健 

体

育 

B1 

 

 

B1－2 中等教育の

意義と役割について

知っている。中等教育

の特質について知っ

ている。 

 

・中等教育の意義と役割を知っている。 

・中・高等学校の組織と経営・行事等について知っている。 

・教育基本法，学校教育法，学習指導要領等と関連付けて，

中・高等学校の各教科や特別活動等が人間形成において果

たしている役割について知っている。              など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

B1－3 学校や教育

を取り巻く基礎的な

知識を持ち，関連する

法令の内容と関連付

けて教師に求められ

ていることについて

理解している。 

 

・学校を取り巻く地域社会の要請や青少年の実態を把握し，

同僚と協力する必要性について理解している。 

・教育基本法，学校教育法，教育公務員特例法等に基づき，

教師に求められている服務や研修等について知っている。 

など 

初等の大項目・小項目と同様。 

B1－4 中・高等学校

の教育課程に関する

知識を持っている。 

 

・生徒の成長と発達に必要や文化を組織した全体的な計画と

しての教育課程に関する知識を持っている。 

・計画を実践するとともに，その実践の成果に基づいて評価

し改善する過程としての教育課程に関する知識を持って

いる。 

・中・高等学校の教育課程としての中・高等学校学習指導要

領に関する知識を持っている。                    など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

B1－5 生徒指導や

学級経営の意義や視

点などに関する知識

を持っている。 

 

・学級経営・生徒指導の意義や視点などに関する知識を持っ

ている。 

・行動管理の方法に関する知識を持っている。 

・教室環境，学習環境づくりに必要な知識を持っている。 

など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

B1－6 発達や学習

に関する知識を持っ

ている。また，特別に

支援を必要とする生

徒の特徴，必要な対応

方法について理解し

ている。 

 

・生徒の発達と学習に関する知識を持っている。 

・教授及び学習指導に関する知識を持っている。 

・特別に支援を必要とする青少年の特徴を理解しているとと

もに，多様な個々の青少年のニーズに対して効果的に対応

する方法を理解している。                        など 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B1－7 生徒の発達

や学習を評価するこ

との目的，方法，意義

について知識を持っ

ている。 

 

・評価の目的と意義について知識を持っている。 

・評価に用いる様々な方法を知り，その方法の利点や弱点を

知っている。 

・目標に準拠した評価を実施する上で必要な事項について知

っている。                                      など 

初等の大項目・小項目と同様。 



 

 

 

保

健 

体

育 

B1 

 

 

B1－8 学校教育に

おいて求められる

ICT に関する基礎的

な知識や技能を持ち，

情報化社会において

必要とされる情報倫

理について理解して

いる。 

 

・ICT に関する知識を持ち必要なスキルを理解している。 

・学校教育において必要とされる ICT に関する規範について

理解している。                                  など 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，「②学校教育において必要とされる

ICT に関する規範について理解している。」は

文言を変更し，小項目とした。 

 大項目 小項目 解説 

 

 

保

健 

体

育 

B2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B2－1 保健体育科

の指導内容の教育的

価値について理解し

ている。 

 

・体育・スポーツ・保健に関わる専門科学の基本的な知識と

方法を理解し，説明できる。 

・体育・スポーツ・保健に関わる専門科学に関して，生徒が

持つ知識・技能，見方・考え方について説明できる。 

・生徒が，生涯を通じて健康で豊かに生きるために必要な，

体育・スポーツ・保健に関わる専門科学を学ぶことによっ

て得られる，資質や能力について列挙できる。 

・生徒が生涯を通じて運動に親しみ健康で豊かに生きるため

に必要な体育・スポーツ・保健に関わる資質や能力を育成

できるように，関連する専門科学の内容を，学習指導要領

に基づきながら，保健体育科の指導内容に組み立てること

ができる。                                      など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，初等 B2－1 の「④教材の構成（教科

内容構成）能力」については，教員養成段階に

ふさわしいレベルに文言を変更し，「⑤ 各学

校の教育課程を編成する場合に必要な学習指

導要領総則に関する理解」と一体とした小項目

とした。 

B2－2 保健体育科

の指導内容に関する

系統的な知識・技能を

持っている。 

 

・学習指導要領に定められている保健体育科における指導内

容について基本的な知識・技能を身に付けている。 

・他校種の学習指導要領に定められている体育科・保健体育

科の指導内容についても知識・技能を持っており，他校種

間の繋がりを説明できる。                        など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

B2－3 保健体育科

の目標，内容，指導方

法，評価についての知

識・技能を持ってい

る。 

 
・学習指導要領の保健体育科の目標について説明できる。 
・学習指導要領の保健体育科の内容とその系統性について説

明できる。 

・学習指導要領の保健体育科の目標や内容，生徒の実態を基

に，学習指導案を作成することができる。特に単元計画の

意味を理解し，適切な単元計画を作成することや，本時案

を作成することができる。 

・指導内容や生徒の実態に対応した教材や教具を工夫した

り，作ったりすることの必要性を理解し，適切な教材や教

具を工夫したり，作ったりすることができる。 

・指導に当たっては多様な学習形態があることを理解し，適

切な指導方法を選ぶことができる。 

・保健体育科の観点別評価の意味について理解している。ま

た，教科の目標や内容に即して，適切な方法を用いて学習

者の評価をする，という点を理解している。 

・上記の視点を理解し，大学での模擬授業において総合的に

実践することができる。                          など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，項目は，保健体育科教育に即した適

切な小項目を設定した。 

また，保健体育科教育に特化した項目とし

て，「⑦ 上記の視点を理解し，大学での模擬

授業において総合的に実践することができ

る。」を設定した。実技を含む教科としては，

「保健体育科の目標，内容，指導方法，評価に

ついての知識・技能」として，「⑦ 上記の視

点を理解し，大学での模擬授業において総合的

に実践することができる。」ことが求められる。 



 

 大項目 小項目 解説 

 

 

保

健 

体

育 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C－1 教職への使命

感と教育的愛情を持

って目的や状況に応

じた適切な言動をと

ることができる。 

 

・現代社会における学校や教育を取り巻く状況に関する理解

に基づき，教職への使命感及び教育的愛情を持って教育活

動に携わることができる。 

・保健体育科の教師に求められている服務等を遵守すること

ができる。                                      など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

C－2 多様な支援を

必要とする生徒を含

め，生徒一人一人を理

解し指導することが

できる。 

 

・個々の生徒の発達と学習の状況及びニーズを理解し，それ

らに応じた指導をすることができる｡ 

・多様な支援を必要としている生徒の特徴に応じて，適切な

方法を用いて指導をすることができる｡            など 

初等の大項目・小項目と同様。 

C－3 学級の状況を

把握して学級経営の

指導計画を立案し，信

頼関係を築いて指導

することができる。 

 

・学級経営・生徒指導の意義や視点に立って，学級や生徒の

状況に応じた指導計画を立案，実施することができる。 

・教師と生徒の信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係

を，適切な方法を用いて育てるとともに生徒理解を深める

ことができる。 

・学校や教室における学習者の行動についての規律，行動規

範の枠組みを示し，それに基づいて指導することができ

る。 

・学習者の自主性を尊重しながら，生徒の行動管理をするこ

とができる。                                    など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，以下の変更を行った。第 1 に，「行

動管理」以外に「行動規律」の指導を具体化す

るために，「③学校や教室における学習者の行

動についての規律，行動規範の枠組みを示し，

それに基づいて指導することができる．」の項

目を付け加えた。第 2 に，「⑤教育活動にふさ

わしい適切な学習環境づくりができる．」を本

欄ではなく，C－４ として構成した。 

C－4 生徒一人一人

の到達状況や発達段

階を考慮して，場面や

状況などに応じた保

健体育科の指導計画

を立案し授業実践を

することができる。 

 

・教材や指導法に関する知識（教科内容知識，体育・スポー

ツ・保健に関する科学的知識，教授学的知識）を用いて，

目的に即した適切な教育活動，授業等を計画し実践するこ

とができる。 

・生徒の発達段階や一人一人の学習状況，能力に応じた教育

活動，授業等を計画し実践することができる。 

・生徒の既習知識と関連付けて新しい知識・理解・概念，プ

ロセスを獲得させる教育活動，授業等を計画し実践するこ

とができる。 

・生徒が学習内容を確実に身に付けることができるように，

学習形態を適切に使い分けるとともに，補充的な学習や発

展的な学習などを適切に位置付けた教育活動，授業等を計

画し実践することができる。 

・教育活動にふさわしい適切な学習環境づくりができる。 

・学校教育において必要とされる倫理や規範に則り，適切に

ICT を活用することができる。                    など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，「⑤教育活動にふさわしい適切な学

習環境づくりができる．」項目を C－３から移

動し，本項目に構成した。 



 

 

 

保

健

体

育

C 

C－5 生徒一人一人

の発達や学習を評価

することができる。 

 

・評価計画に基づき，授業実践において生徒の学習状況を評

価することができる。 

・生徒一人一人の学習ニーズを評価することができる。 

・生徒一人一人の学習の到達度，進度，課題を把握し，適宜，

フィードバックすることができる。 

・生徒一人一人が自らの学習を評価し，自らの課題に気付く

ことができるように指導・支援することができる。  など 

 

初等の大項目・小項目と同様。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C－6 自らの指導を

振り返り，指導計画及

び教育活動を，適宜，

修正することができ

る。 

 

・教師自らの学習指導を振り返ることにより，当初，設定し

た指導の見通し（ゴールイメージ）に照らして，適宜，指

導計画及び教育活動を修正することができる。      など 

初等の大項目・小項目と同様。 

C－7 生徒一人一人

の健康や発達の状況

に配慮し，学校や教室

に安全な環境を実現

することともに，それ

らの維持を点検し評

価することができる。 

・生徒一人一人の健康や発達の状況に関心を払い，適切な配

慮をすることができる。 

・学校や教室に安全な教室空間・学習環境を実現し，それら

の維持を点検するとともに，必要な改善を行うことができ

る。                                            など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，以下の変更を行った。第 1 に，本欄

の大項目の内容を明確に示すために冒頭に「生

徒一人一人の健康や発達の状況に配慮し，」を

付け加えた。第 2 に，保健体育科は基本的に校

内での活動を意図しているので，「校外活動」

に関する項目は削除した。第 3 に，「自主性」

の項目は，【３ 学級の状況を把握して学級経

営の指導計画を立案し，信頼関係を築いて指導

することができる】欄の「③学校や教室におけ

る学習者の行動についての規律，行動規範の枠

組みを示し，それに基づいて指導することがで

きる．」という項目として設定し，本欄では削

除した。 

 

C－8 同僚と協働

し，学校の教員として

効果的な教育活動の

実践及びその改善を

することができる。 

・同僚と協働し効果的な教育実践を展開するとともに，課題

を踏まえて適切に改善することについて理解している。 

・同僚の教育活動を適切に支援し，学校の教育目標実現に寄

与することについて理解している。 

・保護者や地域住民と信頼関係の構築と適切な対応について

理解している。                                  など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，学校の教員として効果的な教育活動

の実践及びその改善をするためには，保護者や

地域住民との信頼関係が不可欠であるので，

「③保護者や地域住民と信頼関係の構築と適

切な対応について理解している．」を項目に付

け加えた。 

 

  



 

 大項目 小項目 解説 
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D－1 課題探求の基

本的な過程（課題の認

識，必要な調査・分析，

解決策の立案，解決策

の実施，結果の評価・

改善という一連の過

程）を知っている。 

 

・生徒の身体活動や生活・健康実態，社会の諸現象に関する

理解を深めるとともに，課題を発見し，必要な調査・分析

の計画を立て，解決に向けて創造的に考えることができ

る。 

・課題の探求のために多様な知識や情報を適切に活用すると

ともに，複眼的，論理的に分析し表現することができる。 

・課題の解決に向けて自律的に行動するとともに，コミュニ

ケーションを大切にして他者と協調的に取り組むことが

できる。                                        など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，① 課題の認識に関わって，小項目

に保健体育科にふさわしく「生徒の身体活動や

生活・健康実態」を補足した。 

D－2 生徒，学級，

学校において教育課

題を自ら見いだし，そ

の教育課題に関する

探求を行い，探求成果

を報告としてまとめ

るとともに，活用する

ことができる。 

 

・教育実習などの体験を通して，生徒の発達，学習指導，学

級経営，部活動など，教育活動に関する課題について自ら

見いだすことができる。 

・教育の諸課題に対して親学問を参照したり，先行実践を調

査したりするなど，適切にアプローチし探求することがで

きる。 

・探求した成果を論文としてまとめたり，プレゼンテーショ

ンのための資料作成や説明や報告をし，同僚と課題を共有

できる。 

・諸課題に関する探求の成果を実際の教育実践に活用し，そ

の効果を省察することができる。                  など 

 

基本的には，初等の大項目・小項目と同様。 

ただし，「① 教育課題の発見」の項目に関

わって，保健体育科にふさわしく「部活動」を

補足した。 
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報告書は当研究所ホームページに掲載。

『教員養成等の改善に関する調査研究（全体版）報告書』

http://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf_seika/h26/3-1_all.pdf
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